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法政大学出版局　2018年5月下旬配本　定価2808円（本体2600円＋税） 四六判上製・320頁
バーバラ・レヴィ 著／喜多 迅鷹、喜多 元子 訳 

パリの断頭台 〈新装版〉 七代にわたる死刑執行人サンソン家年代記 ISBN978-4-588-36416-7 C0098

人が人を処刑することは許されるか─ギロチンの出現するフランス革命期を中心に、七代・二百年にわたって死
刑執行人をつとめたサンソン家の年代記を、資料をもとに淡 と々語りつつ、その心理的振幅・人間崩壊の過程を描
き、死を、そして死刑制度を鋭く見すえる。米国推理作家協会賞受賞。

 【フランス史】
☆関連書：文化庁メディア芸術祭に推薦されたマンガ作品『イノサン』（坂本眞一氏）の参考文献にもなった基本書です。

法政大学出版局　2018年5月下旬配本　定価2916円（本体2700円＋税） 四六判上製・288頁
ジュリア・クリステヴァ 著／栗脇 永翔、中村 彩 訳 《叢書・ウニベルシタス1079》

ボーヴォワール ISBN978-4-588-01079-8 C1310

★★ ボーヴォワールはその生涯と作品によって女性の解放を体現し、女性が職業につき政治に参与する権利のための
人類学的＝人間学的革命を起こした。近代的家族観を脱神話化し、不調和をはらみつつも自立した個々人が対
話を試みる思考の場としての新たなカップル像を提示した彼女の思想を、フレンチ・フェミニズムの諸潮流と深く関
わりながらときに批判的な眼差しを向けてきたクリステヴァはいかに読んだか。 【哲学思想・ジェンダー】

☆関連書：クリステヴァ『恐怖の権力』『初めに愛があった』『外国人』（小局刊）。

法政大学出版局　2018年5月中旬配本　定価3564円（本体3300円＋税） 四六判上製・288頁
アラスデア・マッキンタイア 著／高島 和哉 訳 《叢書・ウニベルシタス1076》

依存的な理性的動物 ヒトにはなぜ徳が必要か ISBN978-4-588-01076-7 C1310

★ 伝統的な哲学が前提してきた、ヒトとそれ以外の動物を区別する根拠とは何か？　両者の間に引かれた境界線を、
イルカなど他の知的動物たちとの比較を通じて批判するとともに、人間を孤立し自足した強い個人ではなく、傷つき
やすく障碍を抱えうる動物、共同体のなかで〈与える〉だけでなく〈受けとり〉、他者への依存のもとで初めて自己開
花しうる動物として理解する、徳倫理学の画期的な明察。 【哲学】

☆関連書：シュアミ＆ダヴァル『スピノザと動物たち』、ドレイファス＆テイラー『実在論を立て直す』（小局刊）。

帖合・番線 法政大学出版局　2018年2月重版出来　定価3024円（本体2800円＋税） 四六判上製・214頁
コンラート・パウル・リースマン 著／斎藤 成夫・齋藤 直樹 訳 《叢書・ウニベルシタス1061》

反教養の理論 大学改革の錯誤 ISBN978-4-588-01061-3 C1310

現代オーストリア随一の哲学者が、グローバル化した「知識社会」で経済効率やランキング競争一辺倒になった
ヨーロッパの大学改革を徹底批判し、すでに27刷を重ねた異例のベストセラー。「反教養」に支配され、実学重視
の名のもとに繰り返されてきた場当たり的で空疎な教育改革ではなく、人間性の批判的啓蒙と伝統に根ざした大
学の再生を問う。教員・学生・市民必読の書。 【大学論・教養論】

☆関連書：スローター＆ローズ『アカデミック・キャピタリズムとニュー・エコノミー』、ランシエール『無知な教師』（小局刊）。

重版決定 !!

重版出来 !!


